
総事業費
【R２年度実績

額】

交付金充当経費
【R２年度交付

額】

単位：円 単位 開始前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 事業効果 事業の評価 評価の理由 今後の方針 今後の方針の理由

目標値 0 1 3 7

実績値 0 1 4

目標値 0 0 1 2

実績値 0 1 1

目標値 0 0 1 2

実績値 0 0 1

目標値 7 10 12 12

実績値 7 10 12

　令和３年度　地方創生推進交付金に係る事業実施結果報告（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

　【検証対象年度：令和２年度】

本事業をきっかけに
生まれたアイディア
や商品、サービスの
数
（増加分/年度）

指標②
本事業をきっかけに
起業した人の数
（増加分/年度）

人

指標③
再生された物件の数
（増加分/年度）

件

件

・令和２年４月9日
付けにて東北芸術
工科大学と「Ｑ１プ
ロジェクト推進事業
に関する連携協定」
を締結。同大学との
公民連携をより一
層強化し、当該事
業推進のために大
学の教授陣により
設立された株式会
社Ｑ１と連携しなが
ら、施設の試験的
運営、ブランディン
グ及びテナント誘致
によって得られた成
果を実施設計に反
映させることができ
た。
・新型コロナウィル
ス感染症の影響に
より、感染リスク防
止の観点から、各
事業を動画配信や
オンライン視聴方式
に切り替えたこと
で、昨年度に比べ
事業参加者の拡大
につながった。
・商品開発ワーク
ショップでは既存の
地元産業等とクリエ
イターとのコラボ
レーションにより、
将来の商品化に向
けた試作品４商品
が生み出された。

事業の継続

・新型コロナウィル
ス感染症の影響が
続く、続かないに関
わらず、動画配信
やオンライン活用
のメリットを最大限
に活かした事業展
開を引き続き図っ
ていく。
・令和３年度は、ク
リエイティブシティと
してのブランディン
グやプロモーション
を行うことで、市民
や学生、企業等の
事業参画やテナン
ト入居をより一層
促すとともに、地元
企業と学生等のク
リエイティブ人材と
のマッチングを行
い、クリエイティブ
シティとして持続可
能な産業と経済の
新たな活力を生み
出していくプラット
フォームになるよ
う、施設の改修工
事と並行し、令和４
年９月の施設供用
開始を目指す。

KPI達成に有
効だった

　「創造都市山形」を推進するた
め、様々な事業に取り組んでい
る。その成果はまだ十分には表
れてきていないが、有効であった
と判断する。
　令和4年9月完成予定の「クリエ
イティブシティセンター」の活動に
対する市民の期待も大きい。今
後とも「創造都市」として山形が求
めようとしている姿を理解してもら
えるよう、市民へのさらなる周知
徹底を図り、オール山形で取り組
んでいただきたい。
　令和2年度に行われた大学生・
企業を対象にしたアンケート結果
を踏まえ、両者のミスマッチを解
消し、地元雇用の増進、ひいては
地域の発展につなげていただき
たい。

90,140,660

指標①

No
事業名

計画期間
事業概要

事業の進捗状況
【R２年度まで】

本事業における重要業績評価指標（KPI）の目標値と実績値

指標

外部検証委員による

事業の評価
実績値を踏まえた事業の

今後について

事業担当課による

事業の
評価

意見

クリエイティブプラット
フォーム形成事業

H31年4月～R4年3月

（2年目）

1

【１．クリエイティブネットワーク形成事業】
（令和元年度）
　地元企業等とクリエイティブな学生や人材
をつなぐプラットフォームを形成し、新しい
形態のアイデアや商品、サービスの具現
化、大学生の地元企業への就職・起業を促
進し、クリエイティブの力により地域経済を
活性化させる。

【２．拠点施設整備事業】（令和元年度～3
年度）
　現在の山形まなび館を、「（仮称）やまが
たクリエイティブシティセンター」（以下「クリ
エイティブシティセンター」という。）として整
備する。
　現在未整備のままとなっている2階、3階
を中心に施設全体をリニューアルし、クリエ
イティブな活動の拠点及び地元企業等とク
リエイティブな人材をつなぐ拠点として活用
していく。

【３．拠点施設試験的運営事業】（令和元年
度～2年度）
　クリエイティブシティセンターを整備するに
あたり、現在未整備となっている2階3階を
試験的に活用したイベントや、今後の施設
の整備や活用方法をテーマとしたワーク
ショップの開催、前庭を活用したマルシェ等
を開催し、その成果を施設の設計に活かし
ていく。

【４．エリアブランディング事業】（令和2年
度）
　クリエイティブシティセンターを起点とした
新たなエリアリノベーションを誘発し、本事
業の効果を中心市街地全体へと波及させ
ていくためにエリアブランディングを行う。

【５．クリエイティブシティブランディング事
業】（令和3年度）
　クリエイティブネットワークの形成及びクリ
エイティブシティセンターの整備を機に、山
形市がクリエイティブシティであることをブラ
ンディングする。

【６．大学生定着に向けた大学生と地元企
業とのマッチング事業】（令和2年度～3年
度）
企業の求人情報と大学生が知りたい情報
のミスマッチを解消し、クリエイティブ人材で
ある大学生と地元企業等とをマッチングす
る新たな仕組みを検討するため、大学生の
就職に関する価値観等をヒアリングし、傾
向を分析する。
また、市内企業の求人情報に関しては、給
料等の条件面にものがほとんどであり、会
社のビジョン等のこれまであまり得ることが
できない企業の情報を発信し、情報発信の
切り口を変えることで大学生の地元企業へ
の就職が促進されるかの社会実験を実施
する。

44,843,635

地方創生に
非常に効果
的であった

KPI達成に
有効であっ

た

（Ｒ元年度）
【１．クリエイティブネットワーク形成事業】
①クリエイティブ会議　計３回
・クリエイティブネットワークへの参加が期待
できる企業や団体・個人を招いた公開ディ
スカッション、既にリノベーション分野で活躍
している講師を招いた講演会を開催。

（Ｒ元年度～２年度）
【２．拠点施設整備事業】
①施設の基本設計を実施。（Ｒ元年度）
②施設の実施設計を実施。（Ｒ２年度）

（Ｒ元年度～２年度）
【３．拠点施設試験的運営事業】
①リノベーションスクールの開催（Ｒ元年度）
・まちづくりやリノベーションに興味のある市
民や学生、企業、団体等を募り、山形まな
び館そのものを題材物件に専門講師による
リノベーションスクールを開催。
②クリエイティブシティセンター試験的活用
事業の展開。（Ｒ元年度～２年度）
・既存の１階部分を利用したブックカフェの
展開（Ｒ元年度～Ｒ２年度）
・クリエイティブシティマーケットの開催　計１
回開催（Ｒ元年度）
・東北芸術工科大学による山形ビエンナー
レ事業の開催（Ｒ２年度）
・クリエイティブシティセンターへのテナント
入居等による参画事業者の誘致活動（テナ
ントリーシング）の実施（Ｒ２年度）
③創造都市推進事業の実施
　（Ｒ元年度：計１０回、Ｒ２年度：計１２回）

（Ｒ２年度）
【４．エリアブランディング事業】
①商品開発ワークショップの実施（Ｒ２年度：
４商品）
・山形のクリエイターと既存産業とのコラボ
レーションによる商品開発ワークショップを
実施。
②エリアビジョン会議の開催　計４回
・先駆的な活動実績のあるクリエイター等を
ゲストに迎え、本事業推進のためのクリエイ
ティブなアイデアをディスカッションする公開
型会議を開催。

（Ｒ２年度）
【５．大学生定着に向けた大学生と地元企
業とのマッチング事業】
①大学生を対象に、就職先を選ぶ際に
　 優先することに関するアンケート調査を
　 実施。
②市内企業を対象に、企業等の雇用状況
　 ・採用活動に関するアンケート調査を
　 実施。
　

指標④
創造都市推進事業
の実施回数
（実績/年度）

回



総事業費
【R２年度実績

額】

交付金充当経費
【R２年度交付

額】

単位：円 単位 開始前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 事業効果 事業の評価 評価の理由 今後の方針 今後の方針の理由

No
事業名

計画期間
事業概要

事業の進捗状況
【R２年度まで】

本事業における重要業績評価指標（KPI）の目標値と実績値

指標

外部検証委員による

事業の評価
実績値を踏まえた事業の

今後について

事業担当課による

事業の
評価

意見

目標値 0 750 750 750

実績値 0 980 256

目標値 29,930 6,070 500 500

実績値 29,930 -934 -3,624

目標値 5 0 5 5

実績値 5 21 16

目標値 0 500 600 700

実績値 0 517 12,025

　健康ポイント事業
について、目的とし
ていた働き盛り世
代の方が多く参加
していて、目標参加
者数を達成してい
る。
　中心市街地等の
ウォーキングマップ
や禁煙のお店ガイ
ドブックの作成を実
施。SUKSK（スクス
ク）ヘルシーメ
ニューの認定店の
増加等は見られた
ものの、通行量自
体は減少している。
中心市街地にあっ
た大沼デパートの
閉店や、新型コロナ
ウイルスの影響に
よる外出機会の減
少の影響も大きい
と推測される。
　一方で、市内の健
康優良法人の認定
数やSUKSK（スクス
ク）ヘルシーメ
ニューを食べた市
民の数は目標を大
きく上回った。
SUKSK（スクスク）
ヘルシーメニューに
ついては、認定基
準を複数設ける等
の取り組みが、認
定店拡大につな
がったと考えられ
る。

事業の継続

　健康ポイント事業
ＳＵＫＳＫの参加者
数自体は目標を達
成したものの、実
際に健康づくりの
目標を達成した人
の数の増加が鈍
く、今後は歩くため
の施策等について
さらに検討していく
必要がある。また、
事業所の健康づく
りにおいても、アプ
リを活用した健康
づくりを推進してい
くことで、ＫＰＩの達
成を目指していく。
　また、中心市街
地の歩行者通行量
については、継続
して中心市街地の
ウォーキングコー
スの設定やSUKSK
（スクスク）ヘル
シーメニューの認
定店を増やしていく
ことで、　人の流れ
を生み出せるよう
取り組んでいく。

KPI達成に有
効だった

　市民の健康増進に果たすこの
事業の役割は大きいと思う。市民
への周知・宣伝が進んだためか、
新型コロナウイルス感染症の影
響や地元デパートの閉店といっ
たマイナス要因を除けば、着々と
実績を上げてきていると判断して
よい。
　この事業は市民がとても楽しく
取り組める健康増進事業なの
で、ぜひ一人でも多くの市民が参
加できるよう、今後も普及に努め
てほしい。せっかく作った、素晴ら
しい「ウオーキングマップ」を活用
しつつ、様々な市民活動とのコラ
ボレーションにより市民が楽しく
参加できるSUKSKイベントを開催
し、参加市民数を更に増やしてい
ただきたい。
　また、市民の参加者数を増やす
ためにも、スマートフォン対応が
苦手な市民でも別なやり方で参
加できるよう、工夫していただき
たい。

中心市街地の歩行
者通行量（増加分）

人

山形市内の健康経
営優良法人認定企
業数（増加分）

社

中心市街地ヘル
シーメニュー事業参
加店舗で、ヘルシー
メニューを食べた市
民の数（延べ）（増加
分）

人

2

スクスク（SUKSK）生活
定着推進事業
―健康医療先進都市
の実現に向けて―

H31年4月～R4年3月
（2年目）

１　健康ポイント事業ＳＵＫＳＫ（スクスク）の
拡大
　健康医療先進都市の実現に向け、市民
の皆様の健康に対する意識を高めることを
目的に、Ｓ（食事）、Ｕ（運動）、Ｋ（休養）、Ｓ
（社会）、Ｋ（禁煙・受動喫煙防止）の頭文字
をキーワードとした「ＳＵＫＳＫ（スクスク）生
活」を提唱し、具体的な取り組みを進めて
いる。
　その事業の一つとして、市民が健康づくり
やＳＵＫＳＫ（スクスク）生活に楽しく取り組
めるよう、専用のスマホアプリ又は歩数計
を活用して、ポイントをためる事業を実施。
個人参加者及び市内事業所参加数の増
加、ポイント対象事業の拡大を図る。

２　健康増進ウォーキング及びサイクリング
ロード整備方針の策定
　山形市内全域を対象とし、ウォーキング
ロードやサイクリングロードに関する整備方
針を策定し、ウォーキングマップやサイクリ
ングマップを作成することで、市民の運動を
促進する。

３　SUKSK（スクスク）ヘルシーメニュー事業
の実施
　市民の健康づくりを支援し中心市街地の
活性化を図るため、中心市街地の飲食店
で食べることができるＳＵＫＳＫメニュー提
供店を認定し、周知する。市民に適切な塩
分摂取や栄養バランスについて理解しても
らうことで、市民の健康寿命の延伸を目指
す。

４　たばこの煙のない中心市街地への取り
組み
　令和元年度に作成した中心市街地にお
いて禁煙を積極的に推進している集客施
設や飲食店等を紹介する禁煙のお店ガイド
ブックを活用し、掲載店等はステッカーを配
付し、市民に周知する。

49,419,331

１　健康ポイント事業ＳＵＫＳＫ（スクスク）の
拡大
（１）参加者数（令和３年３月３１日現在）
　５,０２８人（目標定員４,０００名）
（２）参加者の構成
男女別では、男性が４０％、女性６０％。
年代別では３０代～５０代で半数以上を占
め、働き盛りの世代の参加者が多い。
（３）事業所参加数
４６事業所（昨年度＋２２事業所）
６２９人（昨年度＋３０７人）
（４）事業所内での健康づくり支援
集まる必要がなく個人で取り組めるというア
プリのメリットを活かし、コロナ禍でもできる
健康づくりを提案。７社から申出があり、オ
リジナルグッズ等を提供し、事業所内での
健康づくりに活用していただいた。

２　健康増進ウォーキング及びサイクリング
ロード整備方針の策定
（１）有識者や関係団体・機関による検討会
議を設置し、ウォーキング及びサイクリング
環境の現状と課題について整理を行い、検
討の進め方や方向性について協議を行っ
た。
（２）ウォーキングマップの作成
　山形市健康づくり運動普及推進協議会と
協力し、中心市街地や市内を巡る７つの
ウォーキングマップを作成した。作成した
マップは、市内の公民館やコミュニティーセ
ンターで配布した。

３　SUKSK（スクスク）ヘルシーメニュー事業
の実施
　協力店舗数　１３店（メニュー数　４３種）、
合計　１２,５４２食

４　たばこの煙のない中心市市街地への取
り組み
　令和元年度に作成した中心市街地におい
て禁煙を積極的に推進している集客施設や
飲食店等を紹介する禁煙のお店ガイドブッ
クを市内各所にて配布、掲載店等にはス
テッカーを配付し、市民に周知した。
　また、子どもの受動喫煙を防止するため、
山形市子どもの受動喫煙防止条例を制定、
施行し、中心市街地エリアを含め、周知チラ
シ等を配布した。

指標①

指標②

指標③

21,922,000

指標④

アプリを活用した参
加者のうち健康ポイ
ント対象事業を週１
回以上行った者の数
（増加分）

人

地方創生に
効果があっ

た

KPI達成に
有効であっ

た



総事業費
【R２年度実績

額】

交付金充当経費
【R２年度交付

額】

単位：円 単位 開始前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 事業効果 事業の評価 評価の理由 今後の方針 今後の方針の理由

No
事業名

計画期間
事業概要

事業の進捗状況
【R２年度まで】

本事業における重要業績評価指標（KPI）の目標値と実績値

指標

外部検証委員による

事業の評価
実績値を踏まえた事業の

今後について

事業担当課による

事業の
評価

意見

目標値 0 54 162 72

実績値 0 17 17 22

目標値 0 180 540 1,000

実績値 0 398 1,733 1,601

目標値 0 130 200 250

実績値 0 0 0 5

　多くの事業者が、
繰り返し相談に訪
れており、伴走型
支援という目標に
ついては、達成さ
れており、引き続き
事業者支援を継続
していく必要があ
る。

　成功事例に触発
され、新たなチャレ
ンジャーが産まれ
るという好循環が
形成されており、今
後も企業の売上増
進に効果があると
考えられる。

KPI達成に有
効だった

　この山形市売上増進センター
（Y-biz）を主とする事業の山形市
産業活性化に果たす役割は大き
い。相談件数からみても、地元企
業の期待も大きいことが伺える
が、残念ながら実績がそれに
伴っていない。今後は多くの企業
が参加しやすいよう、勉強会やゼ
ミなどをWeb会議方式で更に多く
行うことを検討していただきたい。
アフター・コロナでも、より多くの
企業の参加を実現するために、こ
の方式は有効であると思われる。
　山形市売上増進センターの設
置は、中小・零細事業者にとって
敷居の低いコンサルタントとして
喜ばれている。事業者に寄り添っ
てのアドバイスはとても助かると
いう声を聴いている。ぜひ続けて
いただきたい。

指標② 相談件数 件

指標③
相談企業の内、見本
市等出展における商
談成約件数

件

相談企業の内、製品
の売上げが向上した
企業数

者

地方創生に
効果があっ

た

KPI達成に
有効であっ

た

　Y-bizのアドバイス
を受けた商品や
サービスが令和２
年度中には、テレビ
１４９件、新聞２３２
件をはじめ、様々な
メディアに掲載され
ており、企業の売上
げ増進につながっ
ている。

　業績評価指標
は、令和２年１０月
に実施した利用者
アンケート時点のも
のであり、令和２年
度末の件数は、もっ
と多いことが見込め
る。

事業の継続

１　山形市売上増進支援センター設置、運
営事業、
　産業支援機関である山形市売上増進支
援センター（以下、「売上増進支援セン
ター」。）を開設運営する。売上増進支援セ
ンターは、センター長やＩＴアドバイザー等を
配置し、企業の「強み」を明確にして売上を
向上させる相談業務を相談者に密着した
伴走型で実施する。

２　企業間連携ネットワーク事業
　主に製造業を中心とする企業の販路拡大
等を支援するため、山形大学と連携し多業
種にわたる企業間連携を推進する仕組み
づくりを行い、展示会等への共同出展等に
より域外からの受注の獲得を目指すととも
に、域内での企業間取引の拡大を図る。

３　サテライトゼミ開催事業
　中小企業大学校仙台校及び金融機関と
の連携により、営業戦略や販路拡大等を
テーマとしたサテライトゼミを開催し、「稼ぐ
力」を養うための人材を育成する。

60,427,051

1  山形市売上増進支援センター設置、運営
事業
   H30.12.13にY-bizを開所し、H31.1.4から相
談を実施している。
 
2 企業間連携ネットワーク事業
   村山総合支庁主催の企業間連携グルー
プ勉強会に参加し、製造業における企業間
連携の情報収集を行うとともに、機械要素
技術展の出展者を募集し、域内の企業の取
引きの拡大を図った。
   ・企業間連携グループ勉強会
     令和元年１２月１９日
     令和２年１月１６日
     令和２年度　コロナの影響により中止
   ・機械要素技術展
     令和３年２月３～５日
     山形市内出展企業者 ５社
 
3 サテライトゼミ開催事業
   日時：令和２年９月１～３日
   場所：食糧会館
   受講者：５名
   テーマ：「販路拡大のためのメディア活用」

指標①

31,222,000

3

子や孫の代まで元気な
山形を遺す産業再生計
画

R2年４月～R３年3月
（３年目）



総事業費
【R２年度実績

額】

交付金充当経費
【R２年度交付

額】

単位：円 単位 開始前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 事業効果 事業の評価 評価の理由 今後の方針 今後の方針の理由

No
事業名

計画期間
事業概要

事業の進捗状況
【R２年度まで】

本事業における重要業績評価指標（KPI）の目標値と実績値

指標

外部検証委員による

事業の評価
実績値を踏まえた事業の

今後について

事業担当課による

事業の
評価

意見

目標値 958,000 9,400 14,400 14,600 14,800 15,170

実績値 △ 37,700 3,900 12,300 △ 63,100 △ 463,600

目標値 148,680 1,487 2,252 2,286 2,320 2,367

実績値 △ 2,201 △ 2,315 2,404 △ 12,489 △ 70,958

目標値 38,667,754 705,426 616,389 629,340 634,860 650,731

実績値 △ 4,512,823 6,611,045 △ 1,077,490 △ 5,187,598 △ 22,583,280

目標値 - - - 535,200 193,800 291,000

実績値 - - - 414,987 1,228,970 1,687,228

　新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、KPI指標「おもてなし山
形（株）が形成する観光・物産品
販路形成の流通総額」以外の３
指標は、観光客の減少により厳し
い結果に終わった。これら3指標
については本来評価不可能とす
べきかもしれないが、アフター・コ
ロナを見据えて仕組づくりを行っ
ているということで、効果があった
と判断した。ただし、KPI達成に有
効だったとは言えないという意見
もあったので、このことを付け加
えておく。
　昨年度は上記の理由などにより
観光客誘客は困難であったが、
「VISIT YAMAGATA」も充実して
きているため、是非これを活用し
てアフター・コロナの観光誘客に
力を入れていただきたい。ホテル
業の方に聞けば、新型コロナウイ
ルスの終息後は爆発的に観光客
が増加すると見込んでいるようで
ある。
　観光産業の育成・発展のために
は、観光地のネットワーク化と広
域連携が不可欠である。そのた
めにDMOマーケッテイングエリア
を7市7町に拡大し、事業を継続し
ていくことに賛成である。

地方創生に
効果があっ

た

KPI達成に
有効であっ

た

・R２年度における
宿泊客及び入湯税
の落ち込みは新型
コロナウイルス感染
症の拡大による緊
急事態宣言や旅行
自粛といった外的
要因が大きい
・観光消費額につ
いても、GoToトラベ
ルキャンペーンの
実施があったが、
調査では公費等を
含めず実費を伺う
形式であったため、
伸びがなかったと
思われる。
・そうした中でも人
材育成や受け入れ
態勢の構築、デジタ
ル活用による情報
発信といったアフ
ターコロナを見据え
た対策は行われて
おり、戦略的な観光
振興という点は成
果があったものと考
える。

追加等更に
発展させる

千円

指標③
観光消費額（宿泊
客）
の増加額

千円

指標④

宿泊客の増加数 人

・戦略的な観光推
進というDMOの基
本的な理念は三市
及び民間事業者等
で共有できた
・アフターコロナを
見据えた受け入れ
態勢の整備は今後
も継続していく必要
がある
・一方で、旅行消費
額の低迷、着地型
旅行商品の不足、
人材育成といった
課題がある
・そのため、さらに
スケールメリットを
活かした旅行商品
の開発、情報発信
等を行うため、
DMOのマーケティ
ングエリアを7市7
町に拡大し事業を
継続していきたい。

KPI達成に有
効だった

4

山形・上山・天童三市
連携・DMO構築による
観光客誘客事業

H28年4月～R3年3月

（5年目）

　旅行形態が団体旅行から個人旅行へ急
速に変化しているが、当該地域では、旅行
者の需要に対し、イベント中心の誘客事業
や受入を行ってきており、多様化したニー
ズに対応できない状況である。
　そこで、個人旅行の様々なニーズに対応
するために、三市が連携し、ユーザー目線
での旅行商品（サービス）を開発し、観光客
を集客する取り組みを行なうなど、地域自
らの手でマーケティングやPR、旅行商品の
品質管理や観光資源管理などを行う必要
があるため、観光産業・農林水産業や様々
な魅力ある地域資源等をまとめ上げる事業
を担うプラットフォーム、「山形版DMO」を構
築し、観光地域・ブランド作り等の観光振興
を戦略的かつ一体的に推進し、観光客の
誘客を促進する。

6,998,000

山形・上山・天童三市連携観光地域づくり推
進協議会に負担金を支出し、以下の事業を
実施。

１　DMO運営事業
　　観光地満足度、リピーター率、観光消費
　　額等調査
２　受入体制構築事業
    (１）人材育成研修事業
　　(２) 地域の観光人材のインバウンド対応
能力強化研修
 
３　観光客誘客事業
　⑴　デジタル山形推進事業
　　ア　山形版ＤＭＯ観光ポータルサイト
　　　　「VISIT YAMAGATA」特集記事増加
　　　　等に係る業務
　　イ　VISIT YAMAGATAにおけるWeb
　　　　　マーケティングコンサルティング業
務
　　ウ　「VISIT YAMAGATA」及び「LOVE
　　　　　 YAMAGATA」投稿増加等に係る業
務
　　エ　VISIT YAMAGATA英語サイト構築業
務
　　オ　VISIT YAMAGATA宿泊サイトリ
ニューアル業務
　　カ　「やまがた近代ロマンフォトコンテス
ト」運営業務

指標①

3,499,000

指標②

「おもてなし山形㈱」
が形成する観光・物
産品販路形成の流
通総額

千円

入湯税の増加額



総事業費
【R２年度実績

額】

交付金充当経費
【R２年度交付

額】

単位：円 単位 開始前 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 事業効果 事業の評価 評価の理由 今後の方針 今後の方針の理由

No
事業名

計画期間
事業概要

事業の進捗状況
【R２年度まで】

本事業における重要業績評価指標（KPI）の目標値と実績値

指標

外部検証委員による

事業の評価
実績値を踏まえた事業の

今後について

事業担当課による

事業の
評価

意見

目標値 - 0 5,600 11,200

実績値 0 0
統計値
未発表

-

目標値 - 0 360 720

実績値 0 0
統計値
未発表

-

目標値 - 0.0 0.5 1.0

実績値 11.5 6.3 -17.5 -

目標値 - 0.0 0.0 1.1

実績値 200.0 0.0
統計値
未発表

－

地方創生に
相当程度効
果があった

KPI達成に
有効であっ

た

事業は、第５回大
会の延期による順
延であり延期以外
選択肢がなく、むし
ろ新型コロナウィル
ス対策に関しては
令和３年度に大会
開催するよりも令和
４年度に開催する
ほうが良いとも考え
られる。
　新型コロナウィル
スの出口対策を見
据えた対策を講じ
て、確実な大会実
施に向け準備を進
めていく必要があ
る。

追加等更に
発展させる

交付金充当事業と
しては実績がない
が、交付金充当外
の部分で山岳観光
の誘致に資するツ
アーの造成と実施
を行なっており、事
業効果は評価でき
る。外国人につい
ても、訪日外国人
に限らず在留外国
人を含めた取組を
強化していく。

KPI達成に有
効だった

　新型コロナウイルス感染症の影
響により、令和３年度に山形県、
山形市及び上山市で行われる予
定であった第6回「山の日」全国
大会も1年延期となった。そのた
め、あらゆる評価指標は本来測
定不能なので、評価しない方がよ
かったのかもしれないが、来年度
実施に向けて準備を怠りなく行っ
ているということで、「有効」と評
価した。ただし、KPI達成に有効
だったとは言えないという意見も
あったため、このことを付け加え
ておく。
　山形の「山」をアピールすること
により、観光及びその関連産業
の活性化に役立てていただきた
い。コロナ禍で人々は自然との触
れ合い、新鮮な空気を大いに求
めている。これを好機と捉え、春
夏秋冬を楽しめる山形の山々の
すばらしさを国内外に情報発信
し、蔵王はじめ山形県の山々を
活用した山岳ツーリズムを新たに
開発し、今後の観光誘客に努め
ていただきたい。

指標②
本事業によって開発
した着地型旅行商品
への参加者数

人

指標③
蔵王における外国人
宿泊者数（増加分）

千人
5

新「世界の蔵王」プロ
ジェクト
第６回「山の日」全国大
会開催事業費

R1年4月～R4年3月

（2年目）

　本県において、令和３年８月11日（水）に
第６回「山の日」全国大会を開催することが
決定したが、新型コロナウィルスの感染拡
大の影響で『第５回「山の日」記念全国大
会』が、令和３年に延期となったことを受
け、第６回「山の日」全国大会も令和４年８
月１０日～１１日へ延期となった。同大会の
開催に併せて、開催地である山形市、上山
市、山形県及び関係団体等と”第６回「山
の日」全国大会実行委員会”を組織し、蔵
王を含めた県内全域の「やまがた百名山」
の登山環境整備及び整備状況の把握・発
信などの受入体制整備等を行うとともに、
協議会と連携し、県域版ＤＭＯによる蔵王
を起点した山岳ツーリズム・ヘルスツーリズ
ム及び県内周遊ツアー等の推進、地域連
携ＤＭＯと連携した蔵王の着地型旅行商品
の造成、周辺市が連携したグリーン期の山
岳イベントの開催による発信力の強化な
ど、国内外（国外はアフターコロナ）に向け
た戦略的な「情報発信・プロモーション」を
展開していくなど、県内全域の山岳観光資
源の磨き上げを行いつつ、蔵王を起点とし
た広域観光の推進に取り組む。

1,382,250

山形県、山形市、上山市及び関係団体等に
より第６回「山の日」全国大会実行委員会を
組織した。

指標①
本事業によって開発
した旅行商品の売上
金額

千円

691,125

指標④
蔵王における山岳観
光客入込数（増加
分）

千人


